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　殺菌や殺虫、発芽防止のために、食品・農産物への放射線

照射を行うことを「食品照射」といい、放射線で処理された

食品を「照射食品」と呼びます。みなさんはこの「照射食品」

についてどの程度ご存知でしょうか？

　日本で食品照射というと「ガンマ線によるジャガイモの芽

止め」を思い浮かべられることでしょう。1972年に国が主導

して行った原子力特定総合研究の照射効果と安全性試験の

結果をもって、厚生省（当時）がジャガイモの照射を認可し、

1973年の収穫期から北海道の士幌町にあるガンマ線照射

施設で照射が始まりました。照射の目的は、ジャガイモの周

年安定供給であり、3月～5月の端境期に照射されたジャガイ

モが40年以上にわたって出荷・販売されてきました。近年の

出荷量は、5～6千トンで、店頭販売の際には小袋の単位で、

表に芽止めじゃが、ガンマ線照射済みの表記に、照射日、処理

施設の住所・連絡先までを印刷したシールが貼られています。

　海外では、香辛料の殺菌や腸管出血性大腸菌やサルモネ

ラといった食中毒細菌の制御を目的とした牛挽肉や鶏肉の照

射、冷凍エビの殺菌なども実施されています。放射線による

殺菌は内部まで確実に、非加熱で行うことができるので、凍

ったままの食品を処理できますし、スパイスやハーブのような

乾燥食品原材料中の細菌芽胞も、製品の色や香りを損ねる

ことなく殺菌できます。米国では1/3の香辛料が照射殺菌さ

れていると言われていますし、スパイス・ハーブ類の照射は

EUでも認可・実施されています。香辛料の照射殺菌が認可

されていないのは先進国では、日本くらいのものでしょう。

　ここ数年は、農産物に付着する（外来）昆虫の侵入防止（植

物検疫処理）のための放射線照射が注目されています。輸入

植物検疫では、輸入国に定着していない害虫が寄生してい

る地域からの農産物の輸入を禁止して、自国内の農業生産

の保護をしています。しかし、輸出国との間の協議により、

熱処理や薬剤によるくん蒸などの処理により、対象害虫（検

疫害虫）の消毒ができることが確認されると、それを条件に

輸入が解禁される場合があります（条件付き輸入解禁）。現

在、日本の植物防疫法で認めている消毒処理は、熱処理

（蒸熱、温湯）、低温処理、くん蒸処理（リン化水素、臭化メチ

ル、青酸）ですが、国際植物防疫条約（International Plant 

Protection Convention）の国際植物検疫処理基準では、放射

線照射を国際的に使用できる消毒処理として認めています。

　米国では、いち早く放射線による植物検疫処理を取り入れ、

1995年からハワイの果物（パパイア）などを照射処理して米

本土へ出荷し、テスト販売を始めたほか、2007年から照射果

実の輸入を開始し、2014年には、インド、メキシコ、タイ、ベト

ナムから、マンゴ、グアバ、マンゴスチン、ロンガン、ドラゴン

フルーツなどあわせて13,600トンが輸出国で照射処理され、

米国に出荷されました。今後は、輸入だけでなく自国の農産

物の輸出にも照射処理を取り入れてゆく方針と聞いています。

　ニュージーランドでは、2004年から、オーストラリア産の照

射マンゴの輸入を始めています。2013年には、トマトやトウガ

ラシの薬剤（ジメトエート）処理が禁止されましたが、替わり

に放射線照射を許可することで、オーストラリアからの輸入が

可能となっています。島国のニュージーランドでは固有の生物

種の保護を重視しており、放射線照射による植物検疫は、バ

イオセキュリティの施策としてとらえられています。照射トマト

の表示として、「Irradiated to Protect the New Zealand 

Environment」のラベルが使われている場合もあります。

　食品照射技術は決して万能ではなく、ここに紹介した照

射食品は数少ない成功例です。しかし、ニッチな技術として、

他に替えることのできない利点を発揮するとき、市場の需要

を満たし消費者に受け入れられています。

　わが国では、ジャガイモの許可のあとに大規模なボイコッ

ト運動が起きました。その後、国際機関の安全性評価の結

論が出されても、国としての評価をせず、国際機関の見解を

否定も肯定もせず、ジャガイモ以外の照射食品の安全性につ

いては曖昧にされたまま今日に至っています。消費者理解が

難しいからと最初からあきらめず、まずは、国として安全性

評価を進めて、そのうえで社会的合意が形成されることを願

っています。
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　平成26年度（平成26年4月～平成27年3月）の当社クイク

セルバッジサービスによる実効線量を機関別・職種別に集計

し、また、クイクセルバッジの着用者数の推移も機関別にまと

めましたので、これらの結果を報告いたします。なお、実効

線量の算出方法につきましては、弊紙No.449からNo.451の

特集をご覧ください。また、平成25年度の集計までは「個人

被ばく線量」と表記しておりましたが、今年度より「実効線量」

に用語を変更しました。算出方法、集計対象および集計方法

に変更はありません。

　　　　　　　　　　

［実効線量の集計対象］

　平成26年度中に、当社の測定サービスを1回以上受けられ

た210,770名の方を対象とし、実効線量について集計しました。

対象期間は平成26年4月1日から平成27年3月31日までの

着用分で、報告日が平成27年6月30日までのバッジデータを

使用しております。

　なお、最小検出限界未満の線量を表す「検出せず」は、年

間被ばく線量を0mSvとして計算しています。

［機関別年間実効線量の集計結果］

　機関を一般医療、歯科医療、獣医療、一般工業、非破壊

検査（非破壊）、研究教育の計6つに分類し、実効線量を集

計しました。

　平成26年度における各機関の年間実効線量の人数分布を

表1に示します。年間平均実効線量の集計対象者全体平均は
0.364mSvとなり、平成25年度の0.362mSvとほぼ同じ値で

した。医療分野について見ますと、大多数を占める一般医療

の集計対象人数は150,868名で、年間平均実効線量は

0.492mSvでした。歯科医療は2,674名で0.034mSv、獣医療

は6,224名で0.045mSvとなり、年間平均実効線量はどちら

も一般医療の一割以下でした。実効線量の年間線量限度で

ある50mSvを越えた方は9名で、大半が一般医療の方でした。

　図1は、機関別の年間実効線量の分布を示しています。集
計対象者のうち、75％で年間実効線量は「検出せず」でした。

非破壊では「検出せず」が57％、一般医療では68％である

のに対し、一般工業で91％、研究教育では97％が「検出せ

ず」となっています。

　図2は、過去5年における機関別の年間平均実効線量の推
移を表したものです。機関別では5年間変わることなく非破壊

が最も高くなっています。平成26年度は非破壊に次いで一般

医療、一般工業、獣医療、歯科医療、研究教育となりました。

（注：平成22年度の歯科医療、獣医療は一般医療に含まれています。）

 表1

一 般 医 療

歯 科 医 療

獣　医　療

一 般 工 業

非　破　壊

研 究 教 育

全　機　関

機　関　名 平均線量
（mSv） 検出せず 0.1mSv～

1.0mSv
1.1mSv～
5.0mSv

 5.1mSv～
10.0mSv

10.1mSv～
15.0mSv

15.1mSv～
20.0mSv

20.1mSv～
25.0mSv

25.1mSv～
50.0mSv 50.1mSv～ 合計人数

0.492

0.034

0.045

0.055

0.633

0.018

0.364

102,293

2,531

5,789

24,624

245

22,864

158,346

31,818

118

374

2,007

120

619

35,056

13,579

24

55

299

55

100

14,112

2,110

1

3

43

10

11

2,178

630

0

2

2

1

1

636

229

0

0

0

2

0

231

101

0

1

0

0

0

102

100

0

0

0

0

0

100

8

0

0

1

0

0

9

150,868

2,674

6,224

26,976

433

23,595

210,770

（機  関  名）

検出せず 0.1mSv～
1.0mSv

1.1mSv～
5.0mSv

 5.1mSv～
10.0mSv

10.1mSv～
15.0mSv

15.1mSv～
20.0mSv

20.1mSv～
25.0mSv

25.1mSv～
50.0mSv 50.1mSv～

0 6050 70 80 90 100%

67.80 21.09 9.00 1.40
0.42

1.03

一  般  医  療
平均0.492mSv

歯  科  医  療
平均0.034mSv

獣　  医　  療
平均0.045mSv

一  般  工  業
平均0.055mSv

非　  破  　壊
平均0.633mSv

94.65 4.41

93.01 6.01

91.28 7.44

27.7156.58 12.70 2.31

1.11
0.16
0.01

0.23
0.46

0.42
0.05

0.05
0.03
0.02

0.07
0.07
0.01

0.04

研  究  教  育
平均0.018mSv

全　  機  　関
平均0.364mSv

96.90 2.62

75.13 16.63 6.70
0.30

0.11
0.05
0.05

0.15

0.90

0.88

 図1 平成26年度  機関別年間実効線量分布（単位：％）

平成26年度  機関別年間実効線量人数分布（単位：人）

実効線量の集計

実効線量の集計平成26年度
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［職種別実効線量の集計結果］

　図3は、職種別および男女別の年間平均実効線量です。診

療放射線技師（技師）が男女とも被ばくが最大の職種となっ

ており、実効線量は男女平均で1.27mSvでした。逆に実効

線量が最も低かった職種は研究員で、実効線量は男女平

均で0.02mSvでした。全職種の男女別平均実効線量は、男

性が集計対象人数129,216名で0.47mSv、女性が81,554名

で0.19mSvでした。

　　　　　　　

　図4は、過去5年における機関別のクイクセルバッジの着用

者数の推移を表したものです。実効線量の集計と同じく、当

社の測定サービスを1回以上受けられた方を対象としました。

機関の分類も実効線量の集計と同様の6つです。機関によっ

て着用者数が大きく異なるため、縦軸は対数目盛で表示しま

した。

　一般医療、獣医療、歯科医療ではいずれも5年間を通じて

着用者数が増え続けており、医療分野で放射線の利用が拡

大している傾向が見受けられます。一方、一般工業や研究教

育では着用者数に大きな変化は見られませんでした。

　クイクセルバッジの着用者数は年々増えております。引き続

き、お客様の放射線管理の一端をお任せいただけるよう、より

高品質のサービスの提供とよりきめ細かいお客様サポートを

実現する努力を続けてまいります。　　　　　　   （技術室）
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 図3 平成26年度  職種別及び男女別年間平均実効線量
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 図4 機関別クイクセルバッジ着用者数推移
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■当社へのお問い合わせ、ご連絡は

本社 Tel.029-839-3322  Fax.029-836-8441
大阪 Tel.06-6535-2675  Fax.06-6541-0931

　　　　 毎月1日発行　　発行部数：37,000部

発　行　長瀬ランダウア株式会社
　　　　〒300-2686
　　　　茨城県つくば市諏訪C22街区1
発行人　中井 光正

編集後記

No.454
平成27年〈10月号〉

   長瀬ランダウア（株）ホームページ・Eメール

http://www.nagase-landauer.co.jp
E-mail：mail@nagase-landauer.co.jp

　今月号で被ばく線

量統計データを発表

させていただきまし

た。当社では1976年
度より統計データを当社機関紙で発表す

るようになり、今回で38回目になります。
統計データ発表当初の被ばく線量は体表

面での評価で、かつ、単位はmremでし

たので、現在の線量当量と単純に比較は

できませんが、確実に低減されていると

思います。（1976年度全平均線量値：109
mrem、2013年度全平均線量当量値
0.364mSv）これは放射線管理に従事さ
れている方や関係者の日々の努力の賜物

と思います。

　日本はこれから人口減少に向かいます。

また、医療削減、TPP等、放射線利用分

野での環境も大きく変わりそうです。これ

らの変化で低減傾向にある被ばく線量に

影響が出ないことを祈ります。    （TS）
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クイクセルバッジが届かない！？お   願  い

　当社ではお客様の着用周期に合わせ、クイク

セルバッジを継続的にお届けしておりますが、

お客様より「バッジが届かない」とご連絡をいた

だくことがございます。その際は速やかに再発

行いたしますが、その後「別の部署に届いてい

た」など、見つかることもあるようです。バッジ

がお手元に届かない場合には、今一度、事業所

内をご確認の上、ご連絡ください。

　なお、未着の原因として送付先の変更があり

ますので、ご担当者や送付先住所などが変わり

ましたら、お早めにご連絡をお願いいたします。

お問い合わせ：お客様サポートセンター

Tel. 029-839-3322　Fax. 029-836-8441

●定　価：1冊1,200円＋税
●収納量：約400枚　　●色：青色
●サイズ：縦30.8cm×横24.5cm×厚さ5.5cm

「外部被ばく線量測定報告書」を
　保存するためのファイルです。

ご注文はお客様サポートセンターまで
　Tel. 029-839-3322

開催日時：平成27年12月18日（金）9：25～19：05
会　　場：大阪科学技術センター 8階大ホール
　　　　　〒550-0004 大阪市西区靭本町１-8 -４
参  加  費：5,000円（ボイリング参加者は別途5,000円）
主　　催：「保物セミナー2015」実行委員会　
テ － マ：1 .　「ホウ素中性子捕捉療法の現状と未来」
　　　　　　特別講演「原子力障害防止法関係の

　　　　　　最近の動向」（仮題）

　　　　　2.「国民線量評価　平均から線量分布に向けて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （仮題）

　　　　　 3.「リスクコミュニケーションの相対比」
　　　　　 4.「放射線防護の課題とこれからの
　　　　　　保健物理学会の役割」 （仮題）

なお、ボイリングディスカッションは、セミナー終了後、開催い

たします。

連 絡  先：〒542 -0081大阪市中央区南船場3-3-27
　　　　　サンエイビル2F
　　　　  NPO安全安心科学アカデミー内

　　　　 「保物セミナー2015」事務局
　　　　 Tel&Fax．06 -6252 - 0851　　
　　　 　 Eメール：seminar@esi.or.jp

＊詳しくは、安全安心科学アカデミーのホームページまで。
　http: //www.anshin-kagaku.com/

測定報告書ファイル

商品のご紹介「保物セミナー2015」
開催のご案内 


